
業 務 委 託 仕 様 書 

１ 業務名 

三重とこわか国体県記録本部等会場設営及び保守管理業務 

 

２ 履行場所 

ア 参加申込受付センター 

津市栄町１丁目 891 三重県合同ビル １階 

名 称 定 義 設営場所 

参加申込受付 

センター 

三重とこわか国体の参加申込受付業務（選手監督

の申込書の点検・確認・受理等）を行うために設

置する作業室 

G101会議室 

（59㎡） 

イ 県記録本部（会期前） 

  津市桜橋 3丁目 446-34 三重県津庁舎 ６階 

名 称 定 義 設営場所 

県記録本部 
三重とこわか国体の競技記録等の収集・発表、総

合成績の算出を行うために設置する本部 

61会議室 

（168㎡） 

64会議室 

（81㎡） 

（計 249㎡） 

ウ 県記録本部（本大会） 

津市桜橋 3丁目 446-34 三重県津庁舎 ６階 

名 称 定 義 設営場所 

県記録本部 
三重とこわか国体の競技記録等の収集・発表、総

合成績の算出を行うために設置する本部 

61会議室 

（168㎡） 

64会議室 

（81㎡） 

（計 249㎡） 

エ プレスセンター 

津市桜橋 3丁目 446-34 三重県津庁舎 ６階 

名 称 定 義 設営場所 

プレスセンター 
三重とこわか国体に来会する報道員への情報提

供及び作業場所の提供等を行うセンター 

66会議室 

（63㎡） 

   

 【留意事項】 

(1) 津庁舎 61 会議室には、非常用の備品等があるため、設営の際は必要なものを除き委託

者が指定する会議室に移動すること。また、撤去の際は移動させた備品等を 61 会議室に

移動させ、原状復帰をすること。 

(2) 災害発生等により津庁舎において非常体制が引かれる場合は、61 会議室を異なる用途

で使用するため、速やかに原状復帰を行うこと。その際、61 会議室に設置していた備品

の内、必要最低限度の備品を 64会議室に移動し、残すこととする。 



３ 業務概要 

  受託者は、委託者の指示に従い、本仕様に基づき次の業務を履行する。 

(1)  県記録本部等に必要な備品の調達及び設置業務 

(2)  県記録本部等に必要なＯＡ機器の調達、設置及び設定業務 

(3)  ＯＡ機器及びプレスセンター利用者の持込機器のための電気・通信設備の設置業務 

(4)  備品、ＯＡ機器及び電気・通信設備（以下「備品等」という。）の保守管理業務 

(5)  備品等の撤去及び原状回復業務 

 

４ 委託期間 

契約締結の翌日から令和３年 10月 29日（金）まで 

ア 参加申込受付センター 

搬入、設営  令和３年 ７月３１日（土）～ ８月 １日（日） 

テスト運用 令和３年 ８月 １日（日） 

使用期間  令和３年 ８月 ２日（月）～ ９月 ２日（木） 

撤去、搬出  令和３年 ９月 ３日（金）～ ９月 ４日（土） 

 

イ 県記録本部 

搬入、設営  令和３年 ８月２８日（土）～ ８月２９日（日） 

テスト運用  令和３年 ８月３０日（月）～ ９月 ２日（木） 

使用期間※ 
令和３年 ９月 ３日（金）～ ９月２０日（月）【会期前】 

令和３年 ９月２４日（金）～１０月 ５日（火）【本会期】 

撤去、搬出  令和３年１０月 ９日（土）～１０月１０日（日） 

  ※会期前と本会期の間については、撤去は行わず残置することとする。 

 

ウ プレスセンター 

搬入、設営  令和３年 ９月１８日（土）～ ９月１９日（日） 

テスト運用  令和３年 ９月２０日（月）～ ９月２３日（木） 

使用期間 令和３年 ９月２４日（金）～１０月 ５日（火） 

撤去、搬出  令和３年１０月 ９日（土）～１０月１０日（日） 

 

５ 業務実施における注意事項 

(1)  本業務の履行に関係する法令及び条例等を遵守すること。 

(2)  本業務は、設計図書及び本仕様書によるほか、次によるものとする。 

ア 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編） 

イ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共改修工事標準仕様書（電気設備工事編） 

ウ その他関連図書 

 (3)  本業務の履行に際し、官公庁その他の関係機関に対する必要な届出、申請等の手続は、あ 

らかじめ委託者に関係書類を提示し、承認を得た後に届出、申請等をすること。 

(4)  資格が必要な業務は、それぞれの資格を有する者が履行すること。また、委託者が要求       

した場合は、資格所有者である旨の証書の写し等を提出すること。 



(5)  業務管理責任者 

ア 受託者は、受託者に代わって作業判断を下すことのできる業務管理責任者を配置するこ 

と。 

イ 業務管理責任者は、必要に応じて委託者と関係機関等との打合せに同席し、設営内容に 

関する質疑応答を行う等、委託者と常に密な連携を図ること。 

ウ 業務管理責任者は、現場踏査等により設営前に現状を把握するとともに、会場施設管理 

者等関係者と調整し、円滑に業務を履行すること。 

   エ 業務管理責任者は、現場の管理及び業務調整を行い、緊急に備えること。 

 

６ 安全対策 

(1)   業務管理責任者は安全対策に留意し、緊急時には委託者の指示により直ちに対応すること。 

(2)   会場設営に当たっては、安全性に十分配慮するとともに、安全対策上必要と思われる事項

については、速やかに委託者に報告し、その指示を受けること。 

(3)   受託者は、請負業者賠償責任保険、施設賠償責任保険、動産総合保険、労働災害保険その

他必要な保険に加入すること。 

 

７ 備品の設置等 

(1)   施設備品の移動、設置及び必要な備品の調達、設置（施設備品使用料は不要）を行うこ

と。 

(2)   設置備品一覧および配置については(別冊)「三重とこわか国体県記録本部等整備実施設

計図書」のとおりとする。 

(3)  受託者は、設置する備品に係る資料を事前に提出し、委託者の承認を得ること。 

(4)  三重とこわか国体のマスコットキャラクター等を使用する場合は、委託者が作成した「デ

ザインガイドマニュアル」を参照し、マニュアルに従う。 

(5)  アングル棚、パーテーション等、転倒の恐れのあるものについては転倒防止策を施すこ

と。 

(6)  プレスセンターの長机については、飛沫感染防止パネルにより、新型コロナウイルス感

染症の感染防止策を施すこと。 

 

８ ＯＡ機器の設置等 

(1)  ＯＡ機器が使用可能な状態となるよう、必要な設備の設置、配線、設定を行うこと。配

線は原則床下配線又は天井配線とし、やむを得ず床上に配線する場合は、モール等の養生

を施すこと。 

(2) 配置は、(別冊)「三重とこわか国体県記録本部等整備実施設計図書」のとおりとする。 

(3)  受託者は、設置する機器に係る資料を事前に提出し、委託者の承認を得ること。 

(4)  カラー・モノクロ・FAX複合機及び卓上プリンタの使用に生じる使用料金（カウント料）

は、モノクロ 130,000枚、カラー10,000枚までは委託料に含め、超過分については、使用

実績により支払う。なお、超過に係るカウント料については、１枚あたりの単価を契約時

に示すこと。 

(5)  トナー及びインクは、あらかじめ当該機器にセットしておき、交換用の予備トナー及び

インクを準備すること。トナー及びインクは委託料に含める。ただし、紙については、委



託者が準備する。 

 

９ 電気・通信設備の設置等 

(1) 上記８により設置したＯＡ機器及びプレスセンター利用者が持ち込む機器（ノートパソコ

ン、プリンタ、ネットワーク機器等）を使用するために必要な電気設備（配線、分電盤、電

源コンセント等）及び通信設備の設置とそれに伴う必要となる工事一式を行うこと。 

(2) 電気・通信設備の仕様は、(別冊) 「三重とこわか国体県記録本部等整備実施設計図書」

のとおりとする。 

(3) 参加申込受付センター（三重県合同ビル）に係る電話回線及びＦＡＸ回線、電話機は配線

も含め、三重県総務部管財課が用意する。 

(4) 参加申込受付センター（三重県合同ビル）に係る電話回線及びＦＡＸ回線に係る基本料、

通話料・通信料は、委託料に含めない。 

(5) 設置するＯＡ機器のインターネット接続に係る光回線接続工事料及び通信料、プロバイダ

ー契約料及びメールアドレス取得料については、契約手続きに関する代行業務を受託者が行

い、代金については委託料に含める。 

(6) 電源コンセントは、机上に設置すること。 

(7) 配線は原則床下配線又は天井配線とし、やむを得ず床上に配線する場合は、モール等の養

生を施すこと。 

(8) 会場施設の既設電気・通信設備に接続させる場合については、施設管理者と調整すること。

また、電気・通信設備等工事については施設指定業者に施工させることもある。 

(9) 会場の電気利用料金は委託料に含めない。 

(10) 運営上必要となる配置変更、ケーブルの延長等軽微な変更は、受託者の負担により行う。 

 

10 保守管理業務 

受託者は、ＯＡ機器及び電気設備等が正常な状態で使用できなくなった場合、委託者の指示

により修理等を行い、速やかに正常な状態に回復させること。 

また、会場内で発生した廃棄物（燃えるゴミ等）を定期的に収集・処理を行うこと。 

 

11 備品等の撤去及び原状回復業務 

(1)  備品等の撤去及び清掃を行い、当該会場を原状復帰すること。 

(2)  環境に配慮し、リユース、リサイクル可能な物品の選定に努めるものとし、廃棄物など

が発生する場合は、受託者の負担により処分すること。 

(3)  会場施設備品等を適切に取扱い、破損又は汚損しないように留意すること。また、破損

又は汚損した場合は、受託者の責任により原状復帰すること。 

(4)  撤去及び原状復帰業務終了後、業務管理責任者は速やかに委託者に報告すること。また、

翌営業日に会場施設管理者の点検を行い不備等があった場合は、委託者より連絡をするた

め、速やかに対応すること。 

 

12 業務内容の疑義 

受託者は、業務の開始に当たり、仕様書等に疑義が生じた時は、委託者と協議し、指示を受 

けるものとする。 



13 再委託の禁止 

  受託者は、委託業務の処理を他に委託し、又は請け負わせてはならない。ただし、委託者の 

承諾を得たときは、この限りではない。 

 

14 臨時の措置 

受託者は、災害防止のために必要があると認めるときは、臨時の措置を取らなければならな 

い。この場合において、受託者は速やかに委託者の指示を受けなければならない。ただし、不

測の事態発生等、緊急やむを得ない事情があるときは、この限りではない。 

 

15 関係書類の提出 

(1) 業務着手時 

受託者は、契約締結後、委託者と協議を行い、以下の書類を作成し、提出すること。 

ア 業務着手届（別添様式） 

イ 業務工程表（任意様式） 

ウ 組織計画及び連絡体制図（緊急時含む）（任意様式） 

(2)  業務完了時 

受託者は、業務完了後、以下の書類を作成し、提出すること。 

ア 業務完了報告書（別添様式）（業務内容、設営実績、原状回復状況等） 

イ 現況写真（任意様式）（設営着手前、設営中、設営完了後、撤去中、撤去完了後、原状

復帰等） 

 

16 支払方法 

履行終了後、適法な支払い請求書を受けた日から 30日以内に一括して支払う。 

 

17 業務の中止等 

(1) 三重とこわか国体・三重とこわか大会（以下「両大会」という。）の中止、延期、規

模縮小等が決定した場合の業務内容及び委託額等の取扱いは、委託者と受託者が協議

のうえ、決定すること。 

(2) 両大会の中止、延期、規模縮小等が決定した場合、受託者は委託者から中止等が決定

した旨の連絡があるまでの間に準備、製作した業務に係る費用を積算したものを、委

託者の指定する日時までに提出すること。 

 

18 その他 

本仕様書に記載のない事項については、別途協議する。 

 

 



（別紙１） 

 

業 務 着 手 届 

令和３年  月  日  

 

 三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会 

  会長  鈴木 英敬 様 

 

受託者 商号又は名称 

    住所 

    代表者氏名               印 

 

 下記のとおり、業務管理責任者及び保守管理員を決定し、業務に着手しましたので届け出ます。 

 

業 務 名 三重とこわか国体県記録本部等会場設営及び保守管理業務 

履行場所 

参加申込受付センター 津市栄町１丁目 891   三重県合同ビル 

県記録本部      津市桜橋 3丁目 446-34 三重県津庁舎 

プレスセンター    津市桜橋 3丁目 446-34 三重県津庁舎 

着 手 日       年   月   日 

履行期間       年   月   日 ～     年   月   日 

 

業務管理責任者 

氏 名  

部 署 

連絡先 

 

 

 

保守管理員 

氏 名  

部 署 

連絡先 

 

 

 

 

 



（別紙２） 

  年  月  日  

 

 三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会 

  会長  鈴木 英敬 様 

 

受託者 商号又は名称 

    住所 

    代表者氏名               印 

 

委託業務完了報告書 

 

 下記の業務は、令和３年  月  日に完了しましたので、報告します。 

 

記 

 

１ 業務委託の名称  三重とこわか国体県記録本部等会場設営及び保守管理業務 

 

２ 履 行 場 所  参加申込受付センター 津市栄町１丁目 891   三重県合同ビル 

県記録本部      津市桜橋 3丁目 446-34 三重県津庁舎 

プレスセンター    津市桜橋 3丁目 446-34 三重県津庁舎 

 

３ 業 務 委 託 料                 円 

 

４ 履 行 期 間  令和３年  月  日 ～ 令和３年  月  日 まで 

  


